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神代之風

宮司私感　（２面）

玉置神社に奉職して（６面）

　
雨
の
銀
座
。
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
。
５
月

１
７
日
、
吉
野
の
山
中
山
上
か
ら
一
人

旅
。
随
分
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
。
だ
が

心
の
距
離
は
近
か
っ
た
ね
。
二
代
目
八

重
子
さ
ん
が
母
・
初
代
・
水
谷
八
重
子

を
偲
び
、
語
り
、
歌
う
。
結
構
じ
ゃ
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
か
つ
て
の
ま
ば
ゆ
い
光
は
遠
く
へ

行
っ
た
か
。
さ
に
あ
ら
ず
。
あ
と
に
残

る
輝
き
と
強
さ
と
は
な
や
ぎ
は
、
気
を

つ
け
て
み
れ
ば
傍
に
。
二
代
目
八
重
子

さ
ん
３
時
間
ば
か
り
の
熱
演
が
見
事
に

そ
こ
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

　
奈
良
テ
レ
ビ
在
職
中
の
頃
、
二
代
目

さ
ん
が
奈
良
県
に
お
見
え
の
際
、
と
あ

る
楽
屋
に
押
し
掛
け
ダ
メ
モ
ト
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
お
願
い
。
奇
跡
的
に
そ
の

（１）

玉
置
神
社

ご
縁
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す

母
・
八
重
子
賛
歌

　
　
　
二
代
目
八
重
子
　
語
っ
て
歌
う

愛する運命
Destiny

はなやかなご縁
弓場宮司＆水谷八重子さん

― 始まりは奇跡か運命か―

機
会
を
い
た
だ
い
て
か
ら
の
ご
縁
。

　
そ
れ
以
前
か
ら
舞
台
は
何
度
か
拝
見

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
本
人
を
目
の

前
に
し
て
感
激
も
一
入
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
以
外
に
社
屋
竣
工

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願

い
し
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
絶
妙
の
お

祝
い
コ
メ
ン
ト
を
御
披
露
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
さ
わ
や
か
に
一
陣
の
風
が
吹
き

抜
け
て
い
く
心
地
。
今
後
の
益
々
の
ご

隆
盛
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
舞
台
を
見
せ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
、
玉
置
神
社

に
お
越
し
い
た
だ
く
至
福
の
時
が
ま
い

れ
ば
・
・
・
と
。

T
A

M
A

K
I
 J

I
N

J
A

縁
E N

　（
世
界
遺
産 

玉
置
神
社  

宮
司 

弓
場 

季
彦
）

夏
越
の
大
祓

　
　
茅
の
輪
神
事

　
　
　
　
　
　
　（
４・５
面
）
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印刷　PR美術印刷株式会社

10月23日㈪　　 宵 宮 祭　　10月24日㈫　　 例　 祭
11月 3日㈮・㈷　明 治 祭　　11月23日㈭・㈷　新 嘗 祭

　
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
ェ
ス
ト
２

７
階
。
絹
谷
幸
二
天
空
美
術
館
。
拝
観
前

か
ら
覚
悟
し
て
い
た
が
あ
ま
り
の
衝
撃
に

立
ち
す
く
む
。
ま
ず
は
世
界
初
！
絵
の
中

に
飛
び
込
む
３
Ｄ
映
像
体
験
。
こ
こ
で
異

次
元
の
世
界
に
誘
わ
れ
、
我
に
戻
れ
ば
次

か
ら
次
へ
と
絵
画
・
彫
刻
が
う
な
り
を
あ

げ
て
迫
っ
て
く
る
。

　
か
つ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
に
恵
ま

れ
、
目
前
で
制
作
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

垣
間
見
せ
て
い
た
だ
き
息
を
飲
む
思
い
で

し
た
。

　
思
え
ば
至
宝
の
時
間
と
体
験
だ
っ
た
。

　
場
面
は
異
な
れ
ど
至
宝
の
時
間
・
体
験

が
繰
り
返
さ
れ
享
受
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
　

　
郷
愁
も
本
能
と

か
。
仁
徳
５
年

（
西
暦
３
１
７

年
）
創
建
。
１
７

０
０
年
に
当
た
る

那
智
の
火
祭
り

へ
。

　
雅
楽
の
奉
奏
。

赤
い
狩
衣
の
列
。

麗
し
い
祭
式
。
今

こ
こ
に
在
る
こ
と

の
不
思
議
。

　
日
本
人
と
し
て

絹
谷

　幸
二

　天
空
美
術
館

至宝の時間

思い出す　interview　あの頃・・・

（
世
界
遺
産 

玉
置
神
社 

宮
司  

弓
場 

季
彦
）

感
動
以
外
に

　
　
言
葉
な
し

熊
野
那
智
大
社
例
大
祭

那智の火祭り

共に在ることをただ喜ぶ

一
同
に
場
を
介
し

て
和
し
て
い
る
。

　
共
に
在
る
こ
と

を
た
だ
喜
び
、
共

に
活
か
し
合
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
那
智
の
火
祭
り

は
今
年
（
７
月
１

４
日
）
も
盛
大
に

杜
の
中
を
駆
け
巡

り
ま
し
た
。

（
権
禰
宜

　  

　
鶴
田 

真
弓
）

郷
愁
も
本
能
な
の
か

ご縁 Destiny
E N
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片
岡
八
郎
公
は
現
王
寺
町
の
ご
出

身
。
母
は
大
塔
宮
護
良
親
王
の
乳
母

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
後
醍
醐
天
皇

の
第
三
皇
子
・
天
台
座
主
・
護
良
親

王
は
、
夢
で
十
津
川
へ
逃
れ
よ
と
の

お
告
げ
が
あ
っ
た
由
で
、
片
岡
八
郎

公
た
ち
と
十
津
川
へ
向
か
う
も
地
元

の
玉
置
の
荘
司
な
る
者
の
一
味
に
襲

わ
れ
、
わ
ず
か
９
人
の
随
行
の
中
の

一
人
片
岡
八
郎
公
が
立
ち
向
か
い
斬

り
死
に
し
ま
す
。
そ
の
間
に
護
良
親

王
は
逃
れ
ま
す
。

　
夢
の
お
告
げ
で
逃
れ
た
十
津
川

で
、
地
元
の
人
間
に
襲
わ
れ
た
親
王

　
教
養
を
身
に
つ
け
ず
神
の
意
志
に
従
え
る
か
。

　
や
さ
し
さ
な
く
し
て
他
者
に
何
を
語
れ
る
の
か
。

　
で
も
ね
、
世
の
中
は
動
い
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
昔
の
と
お
り
や
っ
て

い
る
と
滅
び
か
ね
な
い
。
破
滅
の
道
へ
の
同
行
は
断
る
。

　
変
化
に
無
頓
着
、
無
関
心
を
幸
い
に
時
の
彼
方
へ
何
事
も
な
く
歩
み
続

け
る
か
。
い
え
い
え
そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

　
心
に
も
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
り
入
れ
、
星
の
王
子
様
の
幸
せ
の
笑
い
声

が
満
天
に
響
く
よ
う
に
、
幸
せ
を
い
ず
れ
の
方
々
と
も
わ
か
ち
あ
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
星
の
王
子
様
は
、
星
に
残
し
て
き
た
バ
ラ
の
花
言
葉
が
「
愛
情
」
だ
っ
た
の
だ―

と
、
気
が
つ
き
、
我
が

肉
体
を
滅
ぼ
し
て
ま
で
の
星
へ
の
急
ぎ
旅
。

　
　
「
さ
め
て
ま
ず
か
た
は
ら
に
つ
ま
と
呼
ぶ
い
ぢ
ら
し
き
も
の
の
そ
へ
る
や
す
け
さ
」
（
竹
久
夢
二
）

　
何
だ
、
黄
金
の
日
々
は
近
く
に
あ
り
、
わ
が
心
に
あ
り
か
。

　大和の仏様や自然との交流を創作に結びつけら
れた榊莫山。奈良の伝統工芸から学んだ美意識を
基に活躍される紫舟。
　奈良とゆかりが深い書家お二人の｢書の交流企
画展｣が奈良県立美術館にて開催。｢書｣｢書画｣｢書
の彫刻｣、それぞれ圧巻。
　書のイメージが変わる。びっくり。

宮 

司 

私 

感

「いつまでも昔のとおりやっていると
　　　　　　　　　　　　　滅びかねない」
「幸せをいずれの方々ともわかちあいたい」

星
に
残
し
て
き
た
バ
ラ
の
花
言
葉
は「
愛
情
」で
し
た
ね

星
の
王
子
様

忠
臣
八
郎
公
最
後
の
場
所 
「
花
折
塚
」
　

　
　
　敬
慕
の
心
深
く

　王
寺
町
か
ら
ご
参
列

　

の
心
中
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　
忠
臣
片
岡
八
郎
公
の
行
動
を
慕
い

敬
意
を
表
し
て
、
道
ゆ
く
人
々
は
八

郎
公
の
こ
の
最
後
の
場
所
に
花
を

折
っ
て
供
え
、
そ
の
塚
が｢

花
折
塚｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
折
塚
に
は
大
政
大
臣
三
条
実
美

が
書
い
た
碑
も
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
王
寺
町
か
ら
参
列
さ
れ
５
月

に
慰
霊
祭
を
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
５
月
１
７
日
穏
や
か
に

風
吹
く
中
で
２
０
名
ば
か
り
の
参
列

者
が
公
を
偲
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

榊 莫山と紫舟のシンフォニー
― 奈良県立美術館 ―

夢幻の舞
時広真吾さん
玉置神社に奉納 （３月１日）前号掲載

Destiny

十津川の
　　歴史の重み

片岡八郎公
慰霊祭

（７）
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　「
理
屈
じ
ゃ
な
い
の
。
見
て
覚
え
て
。」
先
﨑
先
生
の
厳
し
い
お
声
が
飛
ぶ
中
、
橿
原
神
宮
や
他
社
の
現
役
巫
女
さ
ん
、

神
職
さ
ん
達
が
舞
う
中
、
無
心
で
稽
古
す
る
。

　
舞
い
た
い
と
自
然
に
思
う
心
の
発
露
は
自
由
で
放
縦
。
浦
安
の
平
和
を
祈
る
舞
は
、
自
然
な
動
き
の
中
に
も
一
定
の

制
約
が
あ
る
。
外
し
て
は
な
ら
な
い
壺
所
を
押
さ
え
つ
つ
、
う
ま
く
舞
え
た
時
は
そ
の
制
約
に
心
地
良
さ
を
感
じ
る
。

　「
天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
海
の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
と
い
う
昭
和
天
皇
の
御
製
に
多
忠
朝
氏
に
よ
り

振
り
付
け
ら
れ
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
奉
祝
が
行
わ
れ
た
昭
和
１
５
年
１
１
月
１
０
日
に
、
全
国
の
神
社
で
執
行
さ
れ

た
奉
祝
祭
で
奉
奏
さ
れ
た
浦
安
の
舞
。
一
時
の
平
和
の
水
紋
が
広
が
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
・
・
・
。

（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

　
大
神
神
社
で
７
月
４
日
、「
く
に
た
ま
の
会
」
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
よ
り
５
７
社
が
集
ま
る
。
諸
議
案
が
計
ら
れ
、
続

い
て
研
修
会
で
は
國
學
院
大
學
教
授
岡
田
莊
司
氏
が
「
古

代
国
家
の
祭
祀―

大
和
と
出
雲―

」
に
つ
い
て
講
談
。

　
な
ぜ
、
神
道
と
神
社
が
現
代
ま
で
残
り
つ
づ
け
て
き
た

の
か
。
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
由
と
は
・
・
・
。

　
場
所
を
異
に
し
て
夕
刻
よ
り
懇
親
会
。
貴
重
、
有
益
そ

し
て
何
よ
り
も
心
地
よ
い
時
間
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
国
宝
の
像
が
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
迫
っ
て
く

る
。

　
衝
撃
を
感
じ
ま
し
た
が
、
何
か
を
い
た
だ
い
た

心
地
で
し
た
。

　
平
成
２
９
年
度
第
２
回
目
の
参
籠
・

朝
拝
体
験
（
巫
女
体
験
）
が
７
月
８
日

〜
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
名
の
参
加
者
の
方
々
は
神
社
全
般

に
つ
い
て
ご
興
味
が
お
あ
り
と
の
こ

と
。
巫
女
舞
も
体
験
い
た
だ
き
、
宮
司

に
よ
る
古
典
芸
能
史
も
聴
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
開
催
の
予
定
は
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
玉
置
神
社
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

   

　
　
　（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

　広報誌「神代之風」創刊（平成２５年１月３０日）以来、
本２４号まで毎回作成、発行に関わってくださいまし
た。印刷は、ＰＲ美術印刷株式会社の服部代司朗常務。
原稿のチェックは元読売新聞社社会部記者　水野成之
さん。お二人のお陰で原稿、写真、レイアウト等に見
違えるように生命を吹き込んでくださいました。お陰
様で皆々様からは好評をいただき続けて来られました。
　誠にありがたく、玉置神社より感謝状を贈呈させて
いただきました。これからもお力添えをいただけるこ
とを祈りつつ。

春
期
・
北
円
堂
特
別
開
扉

　
　
　（
興
福
寺
４
月
２
２
日
〜
５
月
７
日
）

「くにたまの会」総会

感謝状贈呈

浦
安
の
舞
講
習
会

平
和
の
水
紋
の
広
が
り
祈
り
つ
つ

　
　
　
　無
心
で
稽
古

　

―
 

橿
原
神
宮 ―

ご
挨
拶
す
る

　
　大
神
神
社

　鈴
木
宮
司

全国より５７社
大神神社に参集

「心地よく、
　　　有益な時間をありがとう」

国
宝
の
お
像
か
ら

　
　
　前
へ
と
立
ち
向
か
う
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　い
た
だ
き
ま
し
た

「光栄、恐縮の極みです」（服部、水野より）

参籠・朝拝体験
（巫女体験）

今
後
も
開
催
の

　
　
　予
定
あ
り
ま
す
ヨ
！

 祈る ―

ご 

縁

D
estiny
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時
広
真
吾
さ
ん
の
衣
装
展
が
、
大
石
順
教
尼
記
念
館
（
和
歌
山
県
九
度
山
）
で
５
月

に
、
日
本
の
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
大
石
順
教
尼
が
絵
柄
を
描
い
た
着
物
な
ど
の
芸
術
性
豊
か

な
衣
装
展
と
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　
魅
せ
ら
れ
た
。
時
広
さ
ん
が
登
場
す
る
と
空
気
は
一
変
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
始
ま

る
と
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。
ど
の
次
元
に
い
る
の
か
す
ら
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
心

地
。

　
彼
か
ら
直
接
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
存
在
し
な
い
。
身
に
ま
と
う
衣
装
に
全
て
を
語

ら
せ
て
い
る
そ
う
な
。
そ
の
表
現
方
法
は
「
装
艶
」
。

　
当
日
ご
来
場
さ
れ
た
多
数
の
方
々
も
金
縛
り
に
あ
っ
て
い
た
み
た
い
だ
っ
た
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
ね
。

　
会
場
と
な
っ
た
建
物
か
ら
も
庭
か
ら
も
何
や
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ね
。

　
フ
・
シ
・
ギ
。
さ
て
時
広
さ
ん
あ
な
た
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
で
す
か
。

時
広
真
吾
さ
ん

その表現方法は

　　　「装艶」

地元ラジオ局
　　インタビューを受ける弓場宮司 大石順教尼記念館館長

衣
装
に
語
ら
せ
た

縁
E N

伝
統

革
新

融
合

F
usion

Tradition
＆
R
eform

ation

庭からも発信　
　　　　何想う・・・宮司

時広真吾さん

（６）

第５巻３号通巻２４号　　　　　http：//www.tamakijinja.or.jp /       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年（２０１７） ８月　１日発行

　
初
め
て
の
参
拝
は
小
学

生
の
頃
、母
親
に
連
れ
ら
れ

山
道
を
歩
い
て
の
こ
と
で

し
た
。片
道
三
時
間
ほ
ど
掛

か
っ
た
は
ず
で
、ゆ
っ
く
り

す
る
間
も
な
く
下
山
し
た

の
で
す
が
、杉
の
巨
樹
群
と

例
祭
の
賑
わ
い
に
驚
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
数
年
後
に
は
神
社

の
近
く
ま
で
車
道
が
通
じ
、

以
後
は
父
の
運
転
す
る
車

で
度
々
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、巨
樹
に
囲
ま
れ

た
神
社
は
い
つ
来
て
も
文

字
通
り
森
閑
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
度
縁
あ
っ
て
神
社

で
奉
職
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
ず
驚
い
た
の
は
参
拝
者

　
出
雲
大
社
例
祭
に
参
列
。好
天
に
恵
ま
れ
た
日
曜
日

（
５
月
１
４
日
）
と
あ
っ
て
、
広
い
境
内
は
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
事
は
厳
か
に
進
み
ま
す
が
、
参
列
者
の
間
に
は
ど

こ
と
な
く
和
や
か
で
親
し
げ
な
空
気
が
漂
い
、
そ
れ
は

神
々
が
身
近
に
あ
る
土
地
柄
の
せ
い
な
の
か
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
日
間
に
渡
っ
て
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る

例
祭
で
す
が
、
い
つ
か
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
で
き
れ
ば
い

い
の
で
す
が
。 

  （
事
務
局
長
　
西
田
　
直
久
）

　出雲大社教第五教区夏期研修会の為、７月４・５日、飛驒教会に行ってま
いりました。
　台風接近のなか初めての参加となりましたが、たくさんの教会長様と交流
ができ、実りある研修会となりました。　　　　　　（権禰宜　西田　秀行）

　
快
晴
。５
月
１
９
日
。真
夏
の
暑
さ
。午
前
１
１
時
開
始
。春
日
大
社
舞
殿
に
て
全

春
流
能
　
翁
。５
月
２
０
日
は
春
日
大
社
若
宮
拝
舎
で
全
春
流
能
　
花
月
。

　
演
者
に
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
見
参
を
と
試
み
概
ね
成
功
。演
者
の
汗
も
飛

ん
で
こ
よ
う
か
と
い
う
場
所
で
拝
見
。至
福
の
時
は
短
く
感
じ
か
つ
重
か
っ
た
。

　
空
間
に
も
魅
せ
ら
れ
て
２
日
間
贅
沢
極
ま
れ
り
。

　
今
の
こ
の
時
間
が
流
れ
深
味
を
増
し
、時
と
な
っ
て
ゆ
く
の
か
な
。

出
雲
大
社
例
祭

出雲大社教第五教区
夏期研修会

出
南
都
春
日
・
興
福
寺
古
儀

　薪
御
能

母に連れられ参拝した幼き日
今、ご縁に恵まれて

の
多
さ
で
す
。し
か
も
日
本

各
地
か
ら
来
ら
れ
ま
す
。地

元
の
者
に
と
っ
て
も
玉
置

は
遠
く
、容
易
に
辿
り
着
け

な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
す

が
。

　
さ
て
、村
人
の
信
仰
を
集

め
て
き
た
玉
置
神
社
で
す

が
、村
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず

過
疎
と
高
齢
化
に
喘
い
で

い
ま
す
。今
後
は
全
国
か
ら

の
参
拝
者
の
皆
様
の
お
力

も
お
借
り
し
て
、
神
社
を

守
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。

　
地
元
出
身
者
と
し
て
も

頑
張
ら
な
い
わ
け
に
は
い

か
ず
、精
魂
込
め
た
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。

 

「全国の皆様の

お力添えを得まして

神社をお守りいたしたい」

贅沢極まれり

全て学びの場

厳
か
に

　
　
　和
や
か
に

（
事
務
局
長
　
西
田
　
直
久
）

ご 

縁

D
estiny

玉
置
神
社
に
奉
職
し
て
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　半年ごとに、人が知らず知らずのうちに犯した罪や穢を除去
し、それによって災厄を避けることを目的とした神事「夏越の
大祓」を、６月３０日午後３時より執り行いました。
　当日は朝からあいにくの大雨。ところが土砂降りだった雨も
昼頃からピタッとやみ、つつがなく斎行する事が出来ました。
　参列された人たちは、思い思いに自分の半年分の罪・穢を人
形にうつし、恭しく茅の輪をくぐっていました。
　古神札を焚き上げる忌火も勢いよく燃え上がり、すべてを焼
き尽くす頃また雨が降り出しました。神様の恩恵に感謝するば
かりでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（権禰宜　深瀬　浩司）

　
玉
置
神
社
本
殿
の
ご
神
前
に
於
い
て
、
７
月
８
日
、
亀
田
家

寺
田
家
の
結
婚
式
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
妙
な
面
持
ち
の
新
郎
新
婦
。
二
人
の
門
出
を
喜
ぶ
親
族
。

斎
庭
か
ら
式
を
見
つ
め
る
参
拝
者
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
、
大
神

様
も
お
慶
び
の
事
と
拝
し
ま
す
。

　
玉
置
の
大
神
様
の
ご
加
護
の
下
、
末
永
く
、
お
幸
せ
に
な
ら

れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
禰
宜
　
神
谷
　
芳
久
）

　
晴
れ
渡
る
初
夏
の
日
差
し
の

中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
２

０
数
名
と
職
員
で
石
楠
花
の
花

殻
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

年
を
召
し
た
方
も
多
く
、
少
し

強
い
日
差
し
の
中
、
皆
さ
ん
懸

命
に
花
殻
を
摘
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
一
斉
に
大
ぶ
り
の
石

楠
花
が
咲
き
、「
き
れ
い
で
す
ね
」

と
御
参
拝
の
方
々
に
も
喜
ば
れ

て
お
り
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、

美
し
く
咲
き
誇
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
　（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

夏越の大祓（茅の輪神事・お焚き上げ神事）

玉
置
の
杜
で
の
門
出

愛する運命
Destiny

縁
E N

田花十津川村観光協会会長も
率先して花殻摘み

今年の石楠花・蜂さんも訪問
―これをご縁に、また来年もいらしてネ―

ボランティアの皆様

　　　いつもありがとうございます

創建は紀元前３７年

　　神仏宿る玉置神社

夫婦杉の前で
　　　寄り添うお二人

２０００年の愛を誓う

罪や穢を祓い清め・・・

神様の恩恵を刻み付け・・・

新しい自分を見つけて
　　　　お帰りくださったはずです

さわやかに　粛粛と
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　半年ごとに、人が知らず知らずのうちに犯した罪や穢を除去
し、それによって災厄を避けることを目的とした神事「夏越の
大祓」を、６月３０日午後３時より執り行いました。
　当日は朝からあいにくの大雨。ところが土砂降りだった雨も
昼頃からピタッとやみ、つつがなく斎行する事が出来ました。
　参列された人たちは、思い思いに自分の半年分の罪・穢を人
形にうつし、恭しく茅の輪をくぐっていました。
　古神札を焚き上げる忌火も勢いよく燃え上がり、すべてを焼
き尽くす頃また雨が降り出しました。神様の恩恵に感謝するば
かりでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（権禰宜　深瀬　浩司）

　
玉
置
神
社
本
殿
の
ご
神
前
に
於
い
て
、
７
月
８
日
、
亀
田
家

寺
田
家
の
結
婚
式
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
妙
な
面
持
ち
の
新
郎
新
婦
。
二
人
の
門
出
を
喜
ぶ
親
族
。

斎
庭
か
ら
式
を
見
つ
め
る
参
拝
者
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
、
大
神

様
も
お
慶
び
の
事
と
拝
し
ま
す
。

　
玉
置
の
大
神
様
の
ご
加
護
の
下
、
末
永
く
、
お
幸
せ
に
な
ら

れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
禰
宜
　
神
谷
　
芳
久
）

　
晴
れ
渡
る
初
夏
の
日
差
し
の

中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
２

０
数
名
と
職
員
で
石
楠
花
の
花

殻
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

年
を
召
し
た
方
も
多
く
、
少
し

強
い
日
差
し
の
中
、
皆
さ
ん
懸

命
に
花
殻
を
摘
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
一
斉
に
大
ぶ
り
の
石

楠
花
が
咲
き
、「
き
れ
い
で
す
ね
」

と
御
参
拝
の
方
々
に
も
喜
ば
れ

て
お
り
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、

美
し
く
咲
き
誇
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
　（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

夏越の大祓（茅の輪神事・お焚き上げ神事）

玉
置
の
杜
で
の
門
出

愛する運命
Destiny

縁
E N

田花十津川村観光協会会長も
率先して花殻摘み

今年の石楠花・蜂さんも訪問
―これをご縁に、また来年もいらしてネ―

ボランティアの皆様

　　　いつもありがとうございます

創建は紀元前３７年

　　神仏宿る玉置神社

夫婦杉の前で
　　　寄り添うお二人

２０００年の愛を誓う

罪や穢を祓い清め・・・

神様の恩恵を刻み付け・・・

新しい自分を見つけて
　　　　お帰りくださったはずです

さわやかに　粛粛と
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時
広
真
吾
さ
ん
の
衣
装
展
が
、
大
石
順
教
尼
記
念
館
（
和
歌
山
県
九
度
山
）
で
５
月

に
、
日
本
の
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
大
石
順
教
尼
が
絵
柄
を
描
い
た
着
物
な
ど
の
芸
術
性
豊
か

な
衣
装
展
と
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　
魅
せ
ら
れ
た
。
時
広
さ
ん
が
登
場
す
る
と
空
気
は
一
変
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
始
ま

る
と
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。
ど
の
次
元
に
い
る
の
か
す
ら
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
心

地
。

　
彼
か
ら
直
接
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
存
在
し
な
い
。
身
に
ま
と
う
衣
装
に
全
て
を
語

ら
せ
て
い
る
そ
う
な
。
そ
の
表
現
方
法
は
「
装
艶
」
。

　
当
日
ご
来
場
さ
れ
た
多
数
の
方
々
も
金
縛
り
に
あ
っ
て
い
た
み
た
い
だ
っ
た
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
ね
。

　
会
場
と
な
っ
た
建
物
か
ら
も
庭
か
ら
も
何
や
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ね
。

　
フ
・
シ
・
ギ
。
さ
て
時
広
さ
ん
あ
な
た
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
で
す
か
。

時
広
真
吾
さ
ん

その表現方法は

　　　「装艶」

地元ラジオ局
　　インタビューを受ける弓場宮司 大石順教尼記念館館長

衣
装
に
語
ら
せ
た

縁
E N

伝
統

革
新

融
合

F
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＆
R
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初
め
て
の
参
拝
は
小
学

生
の
頃
、母
親
に
連
れ
ら
れ

山
道
を
歩
い
て
の
こ
と
で

し
た
。片
道
三
時
間
ほ
ど
掛

か
っ
た
は
ず
で
、ゆ
っ
く
り

す
る
間
も
な
く
下
山
し
た

の
で
す
が
、杉
の
巨
樹
群
と

例
祭
の
賑
わ
い
に
驚
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
数
年
後
に
は
神
社

の
近
く
ま
で
車
道
が
通
じ
、

以
後
は
父
の
運
転
す
る
車

で
度
々
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、巨
樹
に
囲
ま
れ

た
神
社
は
い
つ
来
て
も
文

字
通
り
森
閑
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
度
縁
あ
っ
て
神
社

で
奉
職
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
ず
驚
い
た
の
は
参
拝
者

　
出
雲
大
社
例
祭
に
参
列
。好
天
に
恵
ま
れ
た
日
曜
日

（
５
月
１
４
日
）
と
あ
っ
て
、
広
い
境
内
は
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
事
は
厳
か
に
進
み
ま
す
が
、
参
列
者
の
間
に
は
ど

こ
と
な
く
和
や
か
で
親
し
げ
な
空
気
が
漂
い
、
そ
れ
は

神
々
が
身
近
に
あ
る
土
地
柄
の
せ
い
な
の
か
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
日
間
に
渡
っ
て
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る

例
祭
で
す
が
、
い
つ
か
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
で
き
れ
ば
い

い
の
で
す
が
。 

  （
事
務
局
長
　
西
田
　
直
久
）

　出雲大社教第五教区夏期研修会の為、７月４・５日、飛驒教会に行ってま
いりました。
　台風接近のなか初めての参加となりましたが、たくさんの教会長様と交流
ができ、実りある研修会となりました。　　　　　　（権禰宜　西田　秀行）

　
快
晴
。５
月
１
９
日
。真
夏
の
暑
さ
。午
前
１
１
時
開
始
。春
日
大
社
舞
殿
に
て
全

春
流
能
　
翁
。５
月
２
０
日
は
春
日
大
社
若
宮
拝
舎
で
全
春
流
能
　
花
月
。

　
演
者
に
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
見
参
を
と
試
み
概
ね
成
功
。演
者
の
汗
も
飛

ん
で
こ
よ
う
か
と
い
う
場
所
で
拝
見
。至
福
の
時
は
短
く
感
じ
か
つ
重
か
っ
た
。

　
空
間
に
も
魅
せ
ら
れ
て
２
日
間
贅
沢
極
ま
れ
り
。

　
今
の
こ
の
時
間
が
流
れ
深
味
を
増
し
、時
と
な
っ
て
ゆ
く
の
か
な
。

出
雲
大
社
例
祭

出雲大社教第五教区
夏期研修会

出
南
都
春
日
・
興
福
寺
古
儀

　薪
御
能

母に連れられ参拝した幼き日
今、ご縁に恵まれて

の
多
さ
で
す
。し
か
も
日
本

各
地
か
ら
来
ら
れ
ま
す
。地

元
の
者
に
と
っ
て
も
玉
置

は
遠
く
、容
易
に
辿
り
着
け

な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
す

が
。

　
さ
て
、村
人
の
信
仰
を
集

め
て
き
た
玉
置
神
社
で
す

が
、村
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず

過
疎
と
高
齢
化
に
喘
い
で

い
ま
す
。今
後
は
全
国
か
ら

の
参
拝
者
の
皆
様
の
お
力

も
お
借
り
し
て
、
神
社
を

守
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。

　
地
元
出
身
者
と
し
て
も

頑
張
ら
な
い
わ
け
に
は
い

か
ず
、精
魂
込
め
た
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。

 

「全国の皆様の

お力添えを得まして

神社をお守りいたしたい」

贅沢極まれり

全て学びの場

厳
か
に

　
　
　和
や
か
に

（
事
務
局
長
　
西
田
　
直
久
）

ご 

縁

D
estiny

玉
置
神
社
に
奉
職
し
て
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片
岡
八
郎
公
は
現
王
寺
町
の
ご
出

身
。
母
は
大
塔
宮
護
良
親
王
の
乳
母

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
後
醍
醐
天
皇

の
第
三
皇
子
・
天
台
座
主
・
護
良
親

王
は
、
夢
で
十
津
川
へ
逃
れ
よ
と
の

お
告
げ
が
あ
っ
た
由
で
、
片
岡
八
郎

公
た
ち
と
十
津
川
へ
向
か
う
も
地
元

の
玉
置
の
荘
司
な
る
者
の
一
味
に
襲

わ
れ
、
わ
ず
か
９
人
の
随
行
の
中
の

一
人
片
岡
八
郎
公
が
立
ち
向
か
い
斬

り
死
に
し
ま
す
。
そ
の
間
に
護
良
親

王
は
逃
れ
ま
す
。

　
夢
の
お
告
げ
で
逃
れ
た
十
津
川

で
、
地
元
の
人
間
に
襲
わ
れ
た
親
王

　
教
養
を
身
に
つ
け
ず
神
の
意
志
に
従
え
る
か
。

　
や
さ
し
さ
な
く
し
て
他
者
に
何
を
語
れ
る
の
か
。

　
で
も
ね
、
世
の
中
は
動
い
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
昔
の
と
お
り
や
っ
て

い
る
と
滅
び
か
ね
な
い
。
破
滅
の
道
へ
の
同
行
は
断
る
。

　
変
化
に
無
頓
着
、
無
関
心
を
幸
い
に
時
の
彼
方
へ
何
事
も
な
く
歩
み
続

け
る
か
。
い
え
い
え
そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

　
心
に
も
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
り
入
れ
、
星
の
王
子
様
の
幸
せ
の
笑
い
声

が
満
天
に
響
く
よ
う
に
、
幸
せ
を
い
ず
れ
の
方
々
と
も
わ
か
ち
あ
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
星
の
王
子
様
は
、
星
に
残
し
て
き
た
バ
ラ
の
花
言
葉
が
「
愛
情
」
だ
っ
た
の
だ―

と
、
気
が
つ
き
、
我
が

肉
体
を
滅
ぼ
し
て
ま
で
の
星
へ
の
急
ぎ
旅
。

　
　
「
さ
め
て
ま
ず
か
た
は
ら
に
つ
ま
と
呼
ぶ
い
ぢ
ら
し
き
も
の
の
そ
へ
る
や
す
け
さ
」
（
竹
久
夢
二
）

　
何
だ
、
黄
金
の
日
々
は
近
く
に
あ
り
、
わ
が
心
に
あ
り
か
。

　大和の仏様や自然との交流を創作に結びつけら
れた榊莫山。奈良の伝統工芸から学んだ美意識を
基に活躍される紫舟。
　奈良とゆかりが深い書家お二人の｢書の交流企
画展｣が奈良県立美術館にて開催。｢書｣｢書画｣｢書
の彫刻｣、それぞれ圧巻。
　書のイメージが変わる。びっくり。

宮 

司 

私 

感

「いつまでも昔のとおりやっていると
　　　　　　　　　　　　　滅びかねない」
「幸せをいずれの方々ともわかちあいたい」

星
に
残
し
て
き
た
バ
ラ
の
花
言
葉
は「
愛
情
」で
し
た
ね

星
の
王
子
様

忠
臣
八
郎
公
最
後
の
場
所 

「
花
折
塚
」
　

　
　
　敬
慕
の
心
深
く

　王
寺
町
か
ら
ご
参
列

　

の
心
中
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　
忠
臣
片
岡
八
郎
公
の
行
動
を
慕
い

敬
意
を
表
し
て
、
道
ゆ
く
人
々
は
八

郎
公
の
こ
の
最
後
の
場
所
に
花
を

折
っ
て
供
え
、
そ
の
塚
が｢

花
折
塚｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
折
塚
に
は
大
政
大
臣
三
条
実
美

が
書
い
た
碑
も
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
王
寺
町
か
ら
参
列
さ
れ
５
月

に
慰
霊
祭
を
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
５
月
１
７
日
穏
や
か
に

風
吹
く
中
で
２
０
名
ば
か
り
の
参
列

者
が
公
を
偲
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

榊 莫山と紫舟のシンフォニー
― 奈良県立美術館 ―

夢幻の舞
時広真吾さん
玉置神社に奉納 （３月１日）前号掲載

Destiny

十津川の
　　歴史の重み

片岡八郎公
慰霊祭

（７）
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　「
理
屈
じ
ゃ
な
い
の
。
見
て
覚
え
て
。」
先
﨑
先
生
の
厳
し
い
お
声
が
飛
ぶ
中
、
橿
原
神
宮
や
他
社
の
現
役
巫
女
さ
ん
、

神
職
さ
ん
達
が
舞
う
中
、
無
心
で
稽
古
す
る
。

　
舞
い
た
い
と
自
然
に
思
う
心
の
発
露
は
自
由
で
放
縦
。
浦
安
の
平
和
を
祈
る
舞
は
、
自
然
な
動
き
の
中
に
も
一
定
の

制
約
が
あ
る
。
外
し
て
は
な
ら
な
い
壺
所
を
押
さ
え
つ
つ
、
う
ま
く
舞
え
た
時
は
そ
の
制
約
に
心
地
良
さ
を
感
じ
る
。

　「
天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
海
の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
と
い
う
昭
和
天
皇
の
御
製
に
多
忠
朝
氏
に
よ
り

振
り
付
け
ら
れ
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
奉
祝
が
行
わ
れ
た
昭
和
１
５
年
１
１
月
１
０
日
に
、
全
国
の
神
社
で
執
行
さ
れ

た
奉
祝
祭
で
奉
奏
さ
れ
た
浦
安
の
舞
。
一
時
の
平
和
の
水
紋
が
広
が
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
・
・
・
。

（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

　
大
神
神
社
で
７
月
４
日
、「
く
に
た
ま
の
会
」
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
よ
り
５
７
社
が
集
ま
る
。
諸
議
案
が
計
ら
れ
、
続

い
て
研
修
会
で
は
國
學
院
大
學
教
授
岡
田
莊
司
氏
が
「
古

代
国
家
の
祭
祀―

大
和
と
出
雲―

」
に
つ
い
て
講
談
。

　
な
ぜ
、
神
道
と
神
社
が
現
代
ま
で
残
り
つ
づ
け
て
き
た

の
か
。
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
由
と
は
・
・
・
。

　
場
所
を
異
に
し
て
夕
刻
よ
り
懇
親
会
。
貴
重
、
有
益
そ

し
て
何
よ
り
も
心
地
よ
い
時
間
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
国
宝
の
像
が
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
迫
っ
て
く

る
。

　
衝
撃
を
感
じ
ま
し
た
が
、
何
か
を
い
た
だ
い
た

心
地
で
し
た
。

　
平
成
２
９
年
度
第
２
回
目
の
参
籠
・

朝
拝
体
験
（
巫
女
体
験
）
が
７
月
８
日

〜
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
名
の
参
加
者
の
方
々
は
神
社
全
般

に
つ
い
て
ご
興
味
が
お
あ
り
と
の
こ

と
。
巫
女
舞
も
体
験
い
た
だ
き
、
宮
司

に
よ
る
古
典
芸
能
史
も
聴
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
開
催
の
予
定
は
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
玉
置
神
社
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

   

　
　
　（
権
禰
宜
　
鶴
田
　
真
弓
）

　広報誌「神代之風」創刊（平成２５年１月３０日）以来、
本２４号まで毎回作成、発行に関わってくださいまし
た。印刷は、ＰＲ美術印刷株式会社の服部代司朗常務。
原稿のチェックは元読売新聞社社会部記者　水野成之
さん。お二人のお陰で原稿、写真、レイアウト等に見
違えるように生命を吹き込んでくださいました。お陰
様で皆々様からは好評をいただき続けて来られました。
　誠にありがたく、玉置神社より感謝状を贈呈させて
いただきました。これからもお力添えをいただけるこ
とを祈りつつ。

春
期
・
北
円
堂
特
別
開
扉

　
　
　（
興
福
寺
４
月
２
２
日
〜
５
月
７
日
）

「くにたまの会」総会

感謝状贈呈

浦
安
の
舞
講
習
会

平
和
の
水
紋
の
広
が
り
祈
り
つ
つ

　
　
　
　無
心
で
稽
古

　

―
 

橿
原
神
宮 ―

ご
挨
拶
す
る

　
　大
神
神
社

　鈴
木
宮
司

全国より５７社
大神神社に参集

「心地よく、
　　　有益な時間をありがとう」

国
宝
の
お
像
か
ら

　
　
　前
へ
と
立
ち
向
か
う
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　い
た
だ
き
ま
し
た

「光栄、恐縮の極みです」（服部、水野より）

参籠・朝拝体験
（巫女体験）

今
後
も
開
催
の

　
　
　予
定
あ
り
ま
す
ヨ
！

 祈る ―

ご 

縁

D
estiny
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神代之風

宮司私感　（２面）

玉置神社に奉職して（６面）

　
雨
の
銀
座
。
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
。
５
月

１
７
日
、
吉
野
の
山
中
山
上
か
ら
一
人

旅
。
随
分
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
。
だ
が

心
の
距
離
は
近
か
っ
た
ね
。
二
代
目
八

重
子
さ
ん
が
母
・
初
代
・
水
谷
八
重
子

を
偲
び
、
語
り
、
歌
う
。
結
構
じ
ゃ
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
か
つ
て
の
ま
ば
ゆ
い
光
は
遠
く
へ

行
っ
た
か
。
さ
に
あ
ら
ず
。
あ
と
に
残

る
輝
き
と
強
さ
と
は
な
や
ぎ
は
、
気
を

つ
け
て
み
れ
ば
傍
に
。
二
代
目
八
重
子

さ
ん
３
時
間
ば
か
り
の
熱
演
が
見
事
に

そ
こ
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

　
奈
良
テ
レ
ビ
在
職
中
の
頃
、
二
代
目

さ
ん
が
奈
良
県
に
お
見
え
の
際
、
と
あ

る
楽
屋
に
押
し
掛
け
ダ
メ
モ
ト
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
お
願
い
。
奇
跡
的
に
そ
の

（１）

玉
置
神
社

ご
縁
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す

母
・
八
重
子
賛
歌

　
　
　
二
代
目
八
重
子
　
語
っ
て
歌
う

愛する運命
Destiny

はなやかなご縁
弓場宮司＆水谷八重子さん

― 始まりは奇跡か運命か―

機
会
を
い
た
だ
い
て
か
ら
の
ご
縁
。

　
そ
れ
以
前
か
ら
舞
台
は
何
度
か
拝
見

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
本
人
を
目
の

前
に
し
て
感
激
も
一
入
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
以
外
に
社
屋
竣
工

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願

い
し
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
絶
妙
の
お

祝
い
コ
メ
ン
ト
を
御
披
露
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
さ
わ
や
か
に
一
陣
の
風
が
吹
き

抜
け
て
い
く
心
地
。
今
後
の
益
々
の
ご

隆
盛
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
舞
台
を
見
せ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
、
玉
置
神
社

に
お
越
し
い
た
だ
く
至
福
の
時
が
ま
い

れ
ば
・
・
・
と
。

T
A

M
A

K
I
 J

I
N

J
A

縁
E N

　（
世
界
遺
産 

玉
置
神
社  

宮
司 

弓
場 

季
彦
）

夏
越
の
大
祓

　
　
茅
の
輪
神
事

　
　
　
　
　
　
　（
４・５
面
）

（８）
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印刷　PR美術印刷株式会社

10月23日㈪　　 宵 宮 祭　　10月24日㈫　　 例　 祭
11月 3日㈮・㈷　明 治 祭　　11月23日㈭・㈷　新 嘗 祭

　
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
ェ
ス
ト
２

７
階
。
絹
谷
幸
二
天
空
美
術
館
。
拝
観
前

か
ら
覚
悟
し
て
い
た
が
あ
ま
り
の
衝
撃
に

立
ち
す
く
む
。
ま
ず
は
世
界
初
！
絵
の
中

に
飛
び
込
む
３
Ｄ
映
像
体
験
。
こ
こ
で
異

次
元
の
世
界
に
誘
わ
れ
、
我
に
戻
れ
ば
次

か
ら
次
へ
と
絵
画
・
彫
刻
が
う
な
り
を
あ

げ
て
迫
っ
て
く
る
。

　
か
つ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
に
恵
ま

れ
、
目
前
で
制
作
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

垣
間
見
せ
て
い
た
だ
き
息
を
飲
む
思
い
で

し
た
。

　
思
え
ば
至
宝
の
時
間
と
体
験
だ
っ
た
。

　
場
面
は
異
な
れ
ど
至
宝
の
時
間
・
体
験

が
繰
り
返
さ
れ
享
受
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
　

　
郷
愁
も
本
能
と

か
。
仁
徳
５
年

（
西
暦
３
１
７

年
）
創
建
。
１
７

０
０
年
に
当
た
る

那
智
の
火
祭
り

へ
。

　
雅
楽
の
奉
奏
。

赤
い
狩
衣
の
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